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トピックス4　イタリアで世界初の水素火力発電設備が竣工
2010年 7月、イタリア最大の電力会社であるENEL社は、世界で初めて水素を燃料とする商用の火力
発電設備（ガスタービン複合発電）を竣工した。既設の石炭火力発電所構内に増設されたガスタービンと
排熱回収ボイラによって、新たに年間 6,000万 kWhの電力を得ることができ、同等の火力発電に比べ
17,000t の CO2削減効果が期待できる。ENEL社は、水素の総合的利用により、イタリア政府や近隣企
業と共同で水素の一大基地とすることを目指しており、ガスタービンでの水素燃焼技術をそのキーテクノ
ロジーと位置づけている。
イタリア最大の電力会社である ENEL 社は、2010
年 7月、水素を燃料とする商用の火力発電設備（ガス
タービン複合発電）を世界で初めて竣工したと発表し
た。
今回竣工したのは、ベネチア近郊のフジーナにある
出力 960MWの既設石炭火力発電所構内に増設され
たガスタービンと排熱回収ボイラである（図表 1）。増
設したガスタービンは、近隣の石油化学工場で副生す
る水素を燃料とし、出力は 12MW である。さらに、
ガスタービンを出た高温の排ガスの熱エネルギーを排
熱回収ボイラで回収して蒸気を作り、既設の蒸気ター
ビンへ導くことにより、出力が 4MW 増加する。合計
で 16MW 相当の出力増となり、年間 6,000 万 kWh の
電力が新たに得られるが、水素は燃焼しても CO2 が
発生しないため、同量の電力を火力発電によって得る
と仮定した場合に比べ、17,000t の CO2 の削減効果が
期待できる。発電効率は約 42%、建設費は約 5,000
万ユーロ（約 55 億円、後述の開発費を含む）で、2008
年から工事が進められていた。
水素の燃焼挙動は、天然ガスなど従来のガスタービ
ン燃料と比べ異なるため、このガスタービンには
ENEL 社が米国ゼネラルエレクトリック（GE）社の関連
会社 GE Nuovo Pignone 社との共同研究により開発し
た新型の燃焼器が採用された。この燃焼器では、水
素は予め蒸気で希釈されて噴射される。
ENEL 社は、イタリア環境省やベネチア地区の企業
連合とともに 2003 年にコンソーシアムを結成し、「水素
パーク」と称する、発電用や輸送用エネルギ とーしての
水素の一大基地を目指したプロジェクトを推進してい
る。今回の水素を用いた発電技術開発もその取組の1
つである。ENEL 社は今後、ガスタービンの運転を通
して、安全性、燃焼の安定性や制御性、窒素酸化物
（NOX）の生成抑制などの技術データを取得する。
ENEL 社は、将来的には、石炭をガス化して、石炭
ガス中の炭素は CO2 として分離・固定化し、水素を分
散電源用・自動車用燃料電池だけでなく、発電所のガ
スタービンでも利用する狙いがある（図表 2）。これに
より、上流のガス化工程を弾力的に運転できる。今回
の水素発電設備はそのための第一段階にあたる。
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図表 1　ENEL 社の水素火力発電設備の概略図
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